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今月のひとコマ

みんなでもちつきぺったんこ
12月１日、もりやまこども園で「もちつき」が行わ
れました。「よいしょ！　よいしょ！」と声を掛け合
い、重いきねを力一杯振り下ろし、白いお餅が
でき上がりました。みんなでついたお餅は大き
な鏡餅にしてお正月を迎えました。
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わ
た
く
し
た
ち
は
郷
土
を
愛
し
五
城
目
町
民
で

あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、歴
史
と
伝
統
を

う
け
つ
ぎ
創
造
性
ゆ
た
か
な
町
を
つ
く
る
願
い

を
こ
め
て
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
自
然
と
親
し
み
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
た
が
い
に
助
け
あ
い

思
い
や
り
の
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
教
育
を
進
め

文
化
の
香
り
高
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
元
気
で
働
き

活
力
に
満
ち
た
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
き
ま
り
を
守
り
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す

町
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お

揃そ
ろ

い
で
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
ご
ろ
、
町
政
に
対
す
る
絶
大
な
る
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、「
人
と
ま
ち
が
響
き
合
う　

こ
こ

ろ
や
す
ら
ぐ
悠
紀
の
郷　

五
城
目
」
を
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
と
す
る
総
合
発
展
計
画
の
後
期
基

本
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
町
民
そ
れ
ぞ
れ

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た「
幸
せ
」「
元
気
」

「
安
心
」
が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。

五
城
目
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
も
進
め
、
若
い
世
代
の
移
住
・
定
住

促
進
を
図
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
起
業
家

の
育
成
や
企
業
の
新
規
雇
用
へ
の
支
援
、
男
女

の
出
会
い
の
支
援
な
ど
の
人
口
減
少
の
克
服

と
地
方
創
生
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

迎
え
た
２
０
１
８
年
は
、
引
き
続
き
、
少

子
化
対
策
、
企
業
立
地
、
地
元
企
業
や
農
林

業
振
興
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
五
城

目
小
学
校
の
２
０
２
０
年
度
の
新
校
舎
完
成

を
目
指
し
、
改
築
を
ま
す
ま
す
加
速
さ
せ
、

教
育
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
全
国
各
地
で
豪
雨
に
よ
る

災
害
が
多
発
し
、
本
県
も
甚
大
な
被
害
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
当
町
に
お
い
て
も
河
川
の

氾
濫
や
土
砂
災
害
に
よ
り
３
度
の
避
難
勧
告

が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、
自
然
の
猛
威
に
さ
ら

さ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。被
災
さ
れ
た
方
々

に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
い
ち

早
い
復
旧
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う

な
災
害
に
備
え
、
防
災
力
の
強
化
に
向
け
た

防
災
行
政
無
線
を
整
備
し
、
町
民
の
安
心
・

安
全
な
暮
ら
し
に
役
立
つ
生
活
基
盤
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
の
な
お
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭べ
ん

撻た
つ

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
迎
え
た
戌
年
が
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。



11
月
26
日
の
明
け
方
、
久
保
町

内
で
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

火
元
宅
が
全
焼
し
、
３
人
の
方
々

が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

出
火
原
因
等
は
五
城
目
警
察
署
と

調
査
中
で
す
。

本
火
災
で
は
、
住
宅
１
棟
約
２
０

０
平
方
㍍
が
全
焼
し
た
ほ
か
、
非

住
家
の
部
分
焼
２
棟
と
１
棟
の
ぼ
や

と
軽
自
動
車
２
台
が
全
焼
し
て
い

ま
す
。

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
お
見
舞
い

申
し
上
げ
、
お
亡
く
な
り
に
な
り

ま
し
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
ま
す
。

11
月
20
日
、
地
方
自
治
法
施
行

70
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、「
町

地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
」
や

「
ご
じ
ょ
う
め
朝
市P

lu
s

＋
」
の
取

り
組
み
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
自

ら
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
優
れ
た

施
策
を
実
施
し
、
地
方
自
治
の
充

実
発
展
に
寄
与
し
た
と
し
て
、
当

町
が
地
方
自
治
功
労
団
体
と
し
て

総
務
大
臣
表
彰
を
受
章
し
ま
し
た
。

八
郎
潟
町
と
大
潟
村
、
当
町
で

組
織
す
る
南
秋
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
で
は
、
広
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
20
歳
以
上
の
住
民
１
、

７
０
０
人
、
中
学
校
３
年
生
１
２
６

人
、
五
城
目
高
校
１
年
生
81
人
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

９
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、「
運
賃

は
片
道
３
０
０
円
か
ら
５
０
０
円
」、

「
少
な
く
と
も
３
往
復
に
運
行
本
数

を
確
保
」、「
湖
東
厚
生
病
院
に
直

行
」、「
買
い
物
な
ど
が
で
き
る
拠

点
を
結
ぶ
」、「
天
候
に
よ
る
運
行

遅
延
な
ど
の
状
況
が
分
か
る
」
な

ど
を
望
む
回
答
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
調
査
結
果
な
ど
を
踏
ま

え
、
３
町
村
間
を
結
ぶ
地
域
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編
に
向
け

て
、
３
町
村
が
連
携
し
協
議
を
進

め
ま
す
。

町
民
約
１
０
０
人
が
参
加
し
た

町
総
合
防
災
訓
練
を
、
９
月
10
日

に
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
で
は
、
土
砂
災
害
警

戒
情
報
の
発
表
を
受
け
、
内
川
地

区
と
森
山
地
区
に
避
難
勧
告
を
発

令
し
た
想
定
で
、
町
役
場
庁
舎
の

「
災
害
対
策
本
部
事
務
局
の
各
種
対

応
訓
練
」、
五
城
目
一
中
・
広
域
五

城
目
体
育
館
を
避
難
所
と
す
る「
避

難
と
避
難
所
開
設
訓
練
」、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
に
よ
る
「
炊

き
出
し
訓
練
」
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
訓
練
に
よ
る
経
験
を
今
後
の

防
災
対
策
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

町
防
災
行
政
無
線
整
備
工
事

は
、
11
月
21
日
に
契
約
を
締
結
し
、

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

重
度
な
要
介
護
状
態
と
な
っ
て

も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分

ら
し
い
暮
ら
し
を
、
人
生
の
最
後

ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・

生
活
支
援
を
確
保
す
る
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
、
日
常
生
活
上
の
支

援
体
制
の
充
実
・
強
化
、
高
齢
者

の
社
会
参
加
の
推
進
を
図
ろ
う
と
、

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
積
極
的
に
各
地
区
の
高

齢
者
サ
ロ
ン
で
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ

の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
重
要
な
医

療
機
関
や
地
域
の
関
係
団
体
と
の

協
議
体
を
八
郎
潟
町
・
井
川
町
・

大
潟
村
・
五
城
目
町
の
４
町
村
の

共
同
で
設
置
し
よ
う
と
、
協
議
を

進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
町
消
防
団
の
13
分
団
制

を
地
区
ご
と
に
６
分
団
制
に
統
合

す
る
案
で
再
編
を
検
討
し
て
い
ま

す
。少

子
高
齢
化
の
進
展
や
産
業
構

造
の
変
化
な
ど
様
々
な
要
因
に
よ

り
消
防
団
員
の
な
り
手
が
減
少
し

て
お
り
、
消
防
団
員
や
町
民
の
皆

さ
ま
か
ら
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る

再
編
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
の

で
、
様
々
な
検
討
を
重
ね
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

今
年
の
熊
の
捕
獲
数
は
37
頭
で
、

昨
年
の
25
頭
を
大
幅
に
上
回
っ
て

お
り
、
11
月
３
日
に
は
内
川
湯
ノ

又
地
内
で
人
身
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

町
で
は
熊
に
よ
る
人
身
被
害
が

発
生
し
た
こ
と
に
伴
い
、
11
月
８
日

に
秋
田
県
、
五
城
目
警
察
署
、
猟

友
会
の
協
力
で
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
被

害
緊
急
対
策
会
議
を
開
催
し
、
今

後
の
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
協
議

を
し
て
お
り
ま
す
。

緊
急
対
策
会
議
で
は
、
県
か
ら
、

収
穫
し
た
農
作
物
の
徹
底
管
理
と

加
害
熊
は
執
着
性
が
非
常
に
高
い

た
め
、
周
辺
住
民
に
対
し
て
危
険

性
を
周
知
す
る
こ
と
。
猟
友
会
か

ら
は
、
里
山
を
整
備
し
て
熊
と
人

間
と
の
境
界
域
を
作
る
必
要
性
と

熊
が
出
た
か
ら
捕
獲
す
る
の
で
は

な
く
、
里
山
周
辺
に
あ
ら
か
じ
め

「
箱
わ
な
」
を
設
置
し
て
捕
獲
す
る

方
法
が
提
言
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
提
言
を
受
け
、
町
の

被
害
防
止
対
策
と
し
て
、
熊
の
エ

サ
と
な
っ
て
い
る
収
穫
前
の
稲
、
柿

な
ど
は
熊
を
誘
引
す
る
こ
と
と
な

る
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
し
て
町

内
会
等
へ
危
険
性
を
発
信
し
、
県

等
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
被
害
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
昨
年
と
同
様
に
10
社

と
除
雪
の
委
託
契
約
を
締
結
し
、

冬
期
の
交
通
の
確
保
及
び
町
民
の

安
心
・
安
全
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
排
雪
場
所
と
し

て
お
り
ま
し
た
雀
館
運
動
公
園
第

３
駐
車
場
に
つ
い
て
は
排
雪
場
所
と

せ
ず
、
新
た
に
広
ヶ
野
橋
手
前
左

側
の
空
地
を
排
雪
場
所
と
し
て
確

保
し
て
お
り
ま
す
。

五
城
目
小
学
校
改
築
事
業
は
、

建
設
場
所
を
雀
館
運
動
公
園
内
に

決
定
し
、
設
計
者
の
選
定
を
行
い

ま
し
た
。
選
定
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
で
行
い
、
公
募
に
よ
っ
て
参

加
し
た
学
校
建
築
に
実
績
の
あ
る

業
者
か
ら
技
術
提
案
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

技
術
提
案
書
に
基
づ
き
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
審
査
委
員
会
で

審
査
し
た
結
果
、
子
ど
も
の
環
境

や
安
全
面
、
地
域
と
共
に
あ
る
学

校
の
考
え
方
、
地
元
産
材
の
利
活

用
な
ど
に
つ
い
て
委
員
か
ら
高
く

評
価
さ
れ
た
有
限
会
社
村
田
弘
建

築
設
計
事
務
所
（
秋
田
市
）
と
契

約
を
締
結
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
第
４
回
町
議
会
定
例
会
が
、
12
月
６
日
か
ら

12
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、「
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」
や

「
町
有
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
」
な
ど
13
の
案
件
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
定
例
会
初
日
に
行
わ
れ
た
渡
邉
町
長
の

行
政
報
告
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

12月定例会で
可決された主な議案

一般職の給与に関する条例の一部
改正
人事院勧告に伴い、平成29年４月から
の給料表の改定と、平成30年1月から
の時間外勤務手当の算出基礎額の改定
等を行いました。

平成29年度一般会計補正予算
財政調整基金の積み立てに4,684万
円、除雪事業3,155万円、農地農業用
施設災害の復旧に1,275万円、教育施
設整備基金の積み立てに4,999万円な
ど、1億5,900万円の増額。補正後の
累計額は60億2,874万万円。

町有施設の指定管理者の指定
平成30年４月からの町有施設の指定管
理者に、赤倉山荘は株式会社秋田東北
ダイケン、五城館は株式会社あったか
五城目、悠紀の国五城目は株式会社秋
田東北ダイケン、斎場は協同組合秋田
技能社、新里町集会所は新里町町内
会、矢場崎集会所は矢場崎町内会とし
ました。

29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や

町
有
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど

13
案
件
を
原
案
通
り
可
決12

月
議
会
定
例
会

７日間の日程で、平成29年度各会計補正予算や町有施設の指定管理者の指定など
13件の案件を審議し、可決した12月議会定例会

平成29年９月以降に生じた
町政の動きを報告する
渡邉町長

04KOHO GOJOME No.1002 2018.1.105 広報「ごじょうめ」1002号　平成30年1月1日



平
成
29
年
分
所
得
税
と
平
成
30

年
度
町
県
民
税
の
申
告
相
談

を
平
成
30
年
２
月
７
日
㈬
〜
３
月

15
日
㈭
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除

く
）
に
実
施
し
ま
す
。
（
日
程
は
８

㌻
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

相
談
時
間
は
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
（
受
け
付
け

は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時
）
で

す
。申

告
し
て
い
た
だ
く
所
得
は
町

県
民
税
の
み
な
ら
ず
、
国
民
健
康
保

険
税
の
所
得
割
課
税
や
他
の
保
険
料

等
算
定
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。 

所
得
状
況
を
よ
く
知
る
方
が
申

告
し
、
納
得
の
い
く
課
税
と
な
る
よ

う
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。 

申
告
を
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

各
種
証
明
書
が
交
付
で
き
な
く
な
る

ほ
か
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
29
年
１
月
〜
12
月
ま

で
の
１
年
間
収
入
が
一
切
無
い
場
合

で
も
、
町
で
は
収
入
の
有
無
を
把
握

で
き
な
い
の
で
必
ず
収
入
が
無
い
こ

と
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
方

平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
で
本

町
に
住
所
の
あ
る
方
で
次
に
該
当
す

る
方

❶ 

不
動
産（
小
作
料
を
含
む
）・
営
業
・

農
業
・
一
時
・
雑
所
得
（
年
金
等
）・

譲
渡
所
得
等
給
与
以
外
の
所
得
が

あ
っ
た
方
で
所
得
税
に
係
る
確
定

申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
方

❷ 

給
与
所
得
者
で
２
か
所
以
上
の
事

業
所
か
ら
の
給
与
の
あ
る
方
や
中

途
就
・
退
職
の
方
で
、
所
得
税
の

年
末
調
整
が
さ
れ
て
い
な
い
方

❸ 

給
与
所
得
者
で
あ
る
が
、
事
業
所

か
ら
の
給
与
支
払
報
告
書
が
町
に

未
提
出
の
方

❹ 

給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
済
み
の

方
で
あ
っ
て
も
、
各
種
控
除
（
医

療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
特
別
控

除
等
）
を
受
け
る
方

❺ 

平
成
29
年
中
に
生
命
保
険
が
満
期

と
な
り
満
期
返
戻
金
収
入
の
あ
っ

た
方
や
、
死
亡
保
険
金
等
の
収
入

の
あ
っ
た
方

町
の
会
場
で

申
告
す
る
必
要
が
な
い
方

❶ 

１
か
所
の
事
業
所
か
ら
の
給
与
の

み
で
、
所
得
税
の
年
末
調
整
を
さ

れ
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告

書
が
町
に
提
出
さ
れ
て
い
る
方

❷ 

フ
ォ
ー
ラ
ム
ア
キ
タ
、
ｅ
‐
Ｔ
Ａ

Ｘ
、
そ
の
他
の
方
法
で
確
定
申
告

を
さ
れ
る
方

申
告
に
必
要
な
も
の

１
．�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等

　�

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
及
び
本

人
確
認
の
書
類
の
写
し
の
添
付
が

必
要
で
す
。
本
人
確
認
の
た
め
次

の
書
類
の
い
ず
れ
か
の
コ
ピ
ー
を

必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

❶
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

❷�

通
知
カ
ー
ド
及
び
運
転
免
許
証
等

の
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

❸�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
住

民
票
の
写
し
及
び
運
転
免
許
証
等

の
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

２
．�

印
鑑

３
．�

還
付
金
の
振
込
先
口
座
情
報
が

分
か
る
も
の

４
．
所
得
計
算
に
必
要
な
も
の

❶ 

給
与
収
入
の
あ
る
方

　

 　

勤
務
先
か
ら
交
付
さ
れ
た
源
泉

徴
収
票
、
ま
た
は
事
業
主
の
給
与

支
払
証
明
書

❷ 

年
金
収
入
の
あ
る
方

　

 　

公
的
年
金
、
年
金
基
金
や
企
業

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

❸ 

自
営
業
の
方

　

 　

営
業
所
得
計
算
書
と
仕
入
・
売

上
等
を
記
録
し
た
帳
簿
、
必
要
経

費
の
領
収
書

❹ 

農
業
所
得
の
あ
る
方

　

 　

農
協
な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
る

「
平
成
29
年
分
農
業
所
得
に
係
る

取
引
明
細
書
」
や
収
入
と
必
要
経

費
な
ど
が
わ
か
る
帳
簿
類
、
領
収

書
な
ど
と
そ
れ
ら
を
基
に
記
帳
し

た
「
収
支
計
算
記
帳
簿
」

５
．
各
種
控
除
に
必
要
な
も
の

❶ 

社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
地

震
保
険
料
等
控
除
支
払
証
明
書

❷ 

寄
附
金
の
採
納
証
明
書
、
ま
た
は

領
収
書
、
受
領
証
等

❸ 

配
偶
者
・
扶
養
控
除
対
象
者
に
収

入
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
人
の

平
成
29
年
中
の
収
入
金
額
が
わ
か

る
書
類 

（
源
泉
徴
収
票
等
）

❹ 

障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

障
害
者
手
帳
ま
た
は
役
場
健
康
福

祉
課
が
交
付
す
る
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書

❺ 

住
宅
借
入
金
特
別
控
除
を
受
け
る

場
合
は
、
住
宅
に
係
る
登
記
事
項

証
明
書
、
契
約
書
、
借
入
金
残
高

証
明
書
、
す
ま
い
給
付
金
等
の
補

助
金
関
係
書
類
、
源
泉
徴
収
票

❻ 

医
療
費
控
除
等
を
受
け
る
場
合

は
、
平
成
29
年
中
に
医
療
機
関
に

支
払
っ
た
金
額
が
確
認
で
き
る
領

収
書
、
高
額
医
療
費
給
付
金
や
医

療
保
険
か
ら
受
給
が
あ
っ
た
場
合

は
そ
の
金
額
が
確
認
で
き
る
書
類

※ 

平
成
29
年
分
以
降
の
確
定
申
告
で

「
医
療
費
控
除
」
ま
た
は
「
セ
ル

フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
」
の

適
用
を
受
け
る
場
合
は
、
医
療
費

の
領
収
書
の
添
付
ま
た
は
提
示
に

代
え
て
、「
医
療
費
の
明
細
書
」「
医

療
保
険
者
等
の
医
療
費
通
知
書
」

ま
た
は「
医
療
品
購
入
費
明
細
書
」

を
確
定
申
告
書
に
添
付
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

※ 

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
確
認
書

が
必
要
な
方
は
税
務
課
窓
口
で
発

行
し
ま
す

※ 
平
成
29
年
分
か
ら
、
申
告
書
に
代

え
て
「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」

の
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
確

定
申
告
書
の
作
成
に
必
要
な
情
報

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65

歳
以
上
の
方
で
、
一
定
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
障
害
者

手
帳
が
な
く
て
も
税
金
の
申
告
時

に
障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、
町
健

康
福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

個
人
通
知
の
発
送
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

▼
申
請
期
限　

１
月
19
日
㈮

お
問
い
合
わ
せ

申
請
・
認
定
に
つ
い
て　

町
健
康
福
祉
課（
☎
８
５
２
・
５
１
２
８
）

控
除
額
に
つ
い
て　
　

町
税
務
課（
☎
８
５
２
・
５
１
４
４
）

高
齢
者
の
障
害
者
控
除
申
請
は

お
済
み
で
す
か

秋田北税務署からのお知らせ 
平成29年分
所得税・消費税・贈与税
の確定申告について

確定申告に関するお問い合わせ
秋田北税務署（☎845・1161）

（お問い合わせは、音声案内に従い、
「０番」を選択してください）

お問い合わせ　町税務課（☎852・5144）
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1　申告と納税は期限内に
  　平成29年分の確定申告書の受付期間
は、次のとおりです。
▶所得税　２月16日㈮～３月15日㈭
▶消費税（個人事業者）４月２日㈪まで
▶贈与税　３月15日㈭まで
　　　　 　 納税は振替納税をご利用ください。
▶所得税　振替日：４月20日㈮
▶消費税（個人事業者）
　　　　　振替日：４月25日㈬

2　 インターネットで確定申告ができます
 　国税庁ホームページ「確定申告書等作
成コーナー」で確定申告ができます。
 　電子申告（e-Tax）のご利用には、事
前の手続きが必要です。詳しくは国税庁
ホームページ（www.nta.go.jp）をご覧
ください。
※「確定申告書等作成コーナー」を利用

して作成した申告書は、書面出力して
郵送等での提出も可能です。

3　確定申告書作成会場は「フォーラムアキタ」
 　「申告書作成会場」は、所得税（譲渡
所得を含む）・消費税・贈与税の申告書を
作成する会場です。なお、税務署内には
申告書作成会場を設置しておりません。
▶会　場　 秋田県労働会館「フォーラムアキ

タ」（秋田市中通６丁目７−36）
　※ 専用駐車場がありませんので、公共

交通機関をご利用ください。
▶開設期間　２月16日㈮～

３月15日㈭の平日
　※ 土曜・日曜は休みですが、２月18日と２

月25日の日曜に限り、開設します。
▶開設時間　午前９時～午後４時
　※ 作成会場は大変混雑しますので、午後３

時前のご来場にご協力をお願いします。



「
人
生
で
お
金
は
ど
の
く
ら
い
必

要
な
の
か
」
と
考
え
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？
　
出
産
・
育
児
で
も
約
91

万
円
必
要
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
人

間
は
社
会
集
団
と
し
て
学
費
や
住
宅

ロ
ー
ン
な
ど
払
う
た
め
に
毎
日
働
い

て
お
金
を
稼
い
で
い
ま
す
。
い
く
ら

働
い
て
も
家
計
の
収
入
と
支
出
の
差

は
約
10
万
円
以
上
に
な
る
ほ
ど
生
活

は
厳
し
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
子

供
が
成
長
す
る
に
あ
た
っ
て
、
小
・

中
学
生
は
義
務
教
育
な
の
で
、
税
金

で
払
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
校
生
・

大
学
生
に
な
る
と
授
業
料
な
ど
毎
年

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

だ
け
で
も
３
年
間
で
１
０
０
万
円
以

上
、
大
学
４
年
間
で
５
０
０
万
円
以

上
に
も
な
り
ま
す
。
結
婚
も
ほ
ぼ
同

じ
金
額
で
す
。
老
後
生
活
に
な
っ
て

し
ま
う
と
、
介
護
に
も
関
わ
る
の
で
、

食
費
な
ど
合
計
で
５
０
０
０
万
円
以

上
お
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
人
々

の
生
活
は
た
だ
働
い
て
稼
ぐ
だ
け
で

は
な
く
、
子
育
て
や
親
の
介
護
な
ど

で
、
人
と
人
と
の
絆
も
高
め
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
税
金
が
あ

る
こ
と
で
私
た
ち
は
皆
で
、
平
等
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ら
で

す
。現

代
の
消
費
支
出
は
、
食
料
費
が

圧
倒
的
に
高
い
割
合
で
し
た
。
資
料

集
で
詳
し
く
調
べ
て
み
る
と
、
交
通
・

通
信
費
の
支
出
の
割
合
も
増
加
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
に
つ
い

て
、
皆
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
は

働
い
て
少
し
で
も
稼
ぎ
、
子
供
や
生

活
の
た
め
に
毎
日
苦
労
し
て
い
る
ん

だ
な
と
尊
敬
し
ま
し
た
。
家
計
の
ほ

か
に
も
貯
蓄
で
私
た
ち
の
将
来
を
考

え
て
、
こ
れ
か
ら
の
支
出
に
役
立
つ

よ
う
一
つ
の
備
え
と
し
、
生
活
の
安

全
・
安
心
を
「
命
の
バ
ト
ン
」
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
世
代
の
私
た
ち
に
受
け

継
ご
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
ぎ
り
ぎ
り
の
家
計
の
中
で
、
税
金

を
支
払
っ
て
い
る
の
で
す
。

人
間
は
互
い
に
家
族
や
友
達
な
ど

た
く
さ
ん
の
人
達
に
支
え
な
が
ら
生

き
て
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
自
分
達
の

両
親
そ
し
て
税
を
通
し
て
払
っ
て
く

れ
る
大
人
に
は
「
感
謝
」
こ
れ
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
私
達
も

税
金
を
払
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

「
生
ま
れ
た
時
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
々

に
お
世
話
に
な
っ
た
分
、
少
し
ず
つ

返
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
考
え
ま
し
た
。
自
分
に
こ
ん
な
に

お
金
が
か
か
っ
て
い
た
の
だ
と
知
っ

た
時
は
、
と
に
か
く
び
っ
く
り
で
「
大

人
は
こ
ん
な
に
大
変
な
ん
だ
な
」
と

自
分
の
未
来
像
を
想
像
し
な
が
ら
思

い
ま
し
た
。

現
在
私
は
ま
だ
中
学
生
で
す
が
、

来
年
は
高
校
生
に
な
り
ま
す
。
高
校

３
年
間
で
自
分
の
進
む
道
を
見
つ
け
、

「
大
人
の
私
」
へ
の
道
の
り
を
歩
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
私

の
子
ど
も
や
親
が
幸
福
な
生
活
を
毎

日
送
る
た
め
に
も
、
し
っ
か
り
税
金

を
払
い
、
責
任
の
あ
る
大
人
に
な
り

た
い
で
す
。

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

今
月
号
で
は
、
五
城
目
町
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
を
受
賞
し

た
近
藤
乃
愛
さ
ん
の
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

五
城
目
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
受
賞
作
品

税
金
で
知
っ
た
私
た
ち
の
生
活

五
城
目
第
一
中
学
校
３
年
Ａ
組　

近
藤　

乃
愛

※ 相談時間　午前９時〜正午、午後１時〜午後３時（受付時間は午前８時30分〜午後３時）
※都合がつかない場合は、割当外の会場でも申告相談ができます。
※予備日は、大変混雑しますので、早めの申告相談をお願いします。

日
付
と
曜
日

町　
　
　

内　
　
　

名

会
場

五　城　目
２
／
７
水

広
ケ
野
、希
望
ケ
丘
、今
町
、

御
蔵
町
、小
池
町
、川
原
町
、

新
町
、一
番
町

役場４階
「大会議室」

８
木

田
町
、古
川
町
、長
町

９
金

紀
久
栄
町
、新
畑
町
、矢
場
崎

な
な
く
ら　

13
火

米
沢
町
、畑
町
、仲
町

馬　場　目

14
水

帝
釈
寺
、町
村
、門
前
、蓬
内
台

ふれあい
センター

15
木

寺
庭
、小
野
台
、中
村

平
ノ
下
、水
沢

16
金

恋
地
、坊
井
地
、杉
沢
、合
地

富　津　内

20
火

下
山
内
、上
山
内

富津内地区
公　民　館

21
水

富
田
、黒
土（
１
・
２
区
）

22
木

八
田
、台
・
御
蔵
下
、脇
乙

23
金

落
合
、高
千
、北
々
口
、小
倉

五　城　目

26
月

築
地
町
、昭
辰
町
、雀
舘

役場４階
「大会議室」

27
火

舘
町
、中
川
原
、下
高
崎
、久
保

28
水

中
高
崎
、上
高
崎
、舘
越

３
／
１
木

上
樋
口（
上
・
下
）、樋
口

上
田
町
、新
里
町

２
金

岩
城
町
、東
磯
ノ
目
、西
磯
ノ
目

森　山

５
月

岡
本
１
区
、野
田

森山地区
公 民 館

６
火

岡
本
２
区
、浦
横
町

内　川

７
水

湯
ノ
又（
１
～
４
区
）、小
川
口

生きがい
センター

８
木

浅
見
内（
１
～
６
区
）

大　川

９
金

大
川
１
・
４
区

農村環境改善
　　センター

12
月

大
川
２
・
３
区

13
火

石
崎
、谷
地
中
、曙
町

14
水

下
樋
口
、西
野

予備日

15
木

予
備
日
と
し
ま
す
。

役場４階
「大会議室」

準
備
は
お
早
め
に

申
告
相
談
日
程
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こ
ど
も
の
木
は
、
子
育
て
支
援
の
拠

点
と
し
て
増
築
さ
れ
、
子
育
て
に
関
す

る
相
談
や
子
育
て
親
子
の
交
流
の
場

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
親
子
で
一
緒

に
ゆ
っ
く
り
心
休
ま
る
時
間
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
？

▼
利
用
時
間

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

　

※
１
月
９
日
㈫
ま
で
は
休
み
ま
す

支
援
事
業「
わ
ん
パ
ー
ク
」を

毎
月
開
催
し
て
い
ま
す

▼
１
月
23
日
㈫　

午
後
３
時
～

　

講
話
会
「
子
ど
も
の
育
ち
と

保
護
者
の
関
わ
り
」

　

講
師　

�

船
木
祐
子
さ
ん
（
天
王
み

ど
り
学
園
特
別
教
育
支
援

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
１
月
24
日
㈬　

午
前
９
時
30
分
～

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

（
０
歳
児
が
対
象
）

お
問
い
合
わ
せ　
も
り
や
ま
こ
ど
も
園
内
・
こ
ど
も
の
木（
☎
８
５
２
・
３
８
０
５
）

■　健　　診　■

29日㈪　乳児健康診査（第４・７・10か月）
　対象　　平成29年３月、６月、９月生まれ
　受付　　12時45分〜13時15分	 　場所　　役場１階保健室

■　そ の 他　■

17日㈬　離乳食づくり教室
　対象　　対象者には通知済みです
　受付　　10時〜正午	 　場所　　ケアセンター五城目

９日・23日　母子健康手帳の交付（第２・第４火曜日）
　受付　　９時〜15時	 　場所　　健康福祉課
※	指定日以外で交付を希望される方は、事前にご連絡ください

26日㈮　１歳児健康相談
　対象　　平成28年11月〜同29年１月生まれ
　受付　　10時〜正午	 　場所　　役場１階保健室

町健康福祉課　☎８５２・５１８０

【
児
童
扶
養
手
当
】

▼
児
童
扶
養
手
当
と
は

18
歳
到
達
後
、
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
方
（
中
度
以
上
の
障
害
の
あ

る
方
は
20
歳
未
満
ま
で
）
を
扶
養
し

て
い
る
、「
ひ
と
り
親
家
庭
」、
父
ま

た
は
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
（
養
育
者
）
に
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。（
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
に
よ
る
保
護
命
令
を
受
け
て
い

る
方
も
該
当
し
ま
す
）

▼
手
当
の
額

　

扶
養
し
て
い
る
子
ど
も
の
人
数
で

異
な
る
ほ
か
、
所
得
に
よ
る
支
給
制

限
が
あ
り
ま
す
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

身
体
ま
た
は
精
神
に
中
程
度
以
上

の
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
監
護
す
る
父
母
、
ま
た
は
養
育
者

に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

対
象
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る

場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
手
当
の
額

障
害
の
程
度
に
よ
り
異
な
る
ほ
か
、

所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※�

受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
支
給

要
件
と
合
わ
せ
て
、
町
健
康
福
祉
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

町
健
康
福
祉
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
２
８
）

献血にご協力をお願いします。▲

実 施 日
　１月21日㈰▲

場　　所
　�イオンス－パ－センタ－五城目店▲

受付時間
　午前10時〜午前11時45分
午後１時〜午後４時
※�献血にご協力いただいた方には、
粗品を進呈しています。

献血のお願い

お問い合わせ
町健康福祉課（☎852・5180）



昨
年
４
月
に
90
歳
に
な
っ

た
夫
の
□
□
□
さ
ん
（
写
真

右
）
と
と
も
に
卒
寿
を
迎
え

ら
れ
た
□
さ
ん
。
手
先
が
器

用
で
、
編
み
ぐ
る
み
を
作
る

こ
と
が
趣
味
だ
そ
う
で
す
。

家
族
の
お
か
げ
で
長
寿
と

の
こ
と
で
、「
孫
や
ひ
孫
と

一
緒
に
遊
ぶ
の
が
楽
し
み
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
っ
す
ぐ
な
性
格
で
、
仕

事
熱
心
な
□
□
□
さ
ん
。
今

も
畑
仕
事
に
取
り
組
ま
れ
、

若
い
こ
ろ
は
製
材
所
に
勤
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

集
会
所
の
サ
ロ
ン
で
、
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
絵
を
描
く

こ
と
が
趣
味
だ
そ
う
で
す
。

散
歩
を
し
て
体
を
動
か
す

こ
と
が
、
長
寿
の
秘ひ

け
つ訣
と
の

こ
と
で
し
た
。

足
が
速
く
、
短
距
離
走
が

得
意
だ
っ
た
と
い
う
□
□
□

さ
ん
。
若
い
こ
ろ
は
、
営
林

署
で
山
の
仕
事
を
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
庭
木
や
花
壇

の
手
入
れ
を
す
る
こ
と
が
趣

味
だ
そ
う
で
す
。

気
張
ら
ず
に
生
活
す
る
こ

と
や
、
家
族
の
支
え
が
あ
っ

て
長
寿
と
の
こ
と
で
し
た
。

10
年
ほ
ど
前
ま
で
理
容
師

を
し
て
い
た
□
□
さ
ん
。
今

は
お
孫
さ
ん
が
４
代
目
と
し

て
お
店
を
継
い
で
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
あ
る
趣
味
の
中

で
も
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

や
カ
ラ
オ
ケ
が
得
意
だ
そ
う

で
す
。

長
寿
の
秘
訣
は
「
家
族
の

お
か
げ
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。旅

行
が
好
き
だ
と
い
う
□

□
さ
ん
。
夫
と
一
緒
に
香
港

へ
行
っ
た
こ
と
が
一
番
の
思

い
出
だ
そ
う
で
す
。

若
い
こ
ろ
は
よ
く
畑
仕
事

や
山
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。「自

分
で
で
き
る
こ
と
は

自
分
で
や
る
」
と
い
う
気
持

ち
で
い
る
こ
と
が
長
寿
の
秘

訣
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

♦100歳を迎えられた方（12月20日現在）

12月 3日　□□　□□さん（広　青　苑）

12月 4日　□□□□□さん（館　　越）

♦90歳を迎えられた方（12月20日現在）

11月25日　□□□□□さん（矢　場　崎）

11月25日　□□　　□さん（下　山　内）

11月28日　□□□□□□さん（恋　　地）

11月28日　□□□□□□さん（下　山　内）

11月28日　□□　□□さん（大川４区）

12月 8日　□□□□□□さん（広　ケ　野）

12月10日　□□　□□さん（湯ノ又４区）

家族のおかげで長寿

□ □  □ さん
（下山内）

みんなと絵を描く

□□□□□ さん
（矢場崎）

短距離走が得意

□□□□□□ さん
（広ケ野）

理容店を引き継ぐ

□ □ □ □ さん
（大川４区）

旅行が好き

□ □ □ □ さん
（湯ノ又４区）
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丈夫な体で長寿

□ □ □ □さん
（広青苑・大正６年生まれ）

穏やかに過ごす

□□□□□さん
（舘越・大正６年生まれ）

12
月
４
日
、
□
□
□
□
□
さ
ん
が

満
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。
□
□
□
さ
ん
は
旧
下
井
河

村
の
出
身
で
、
子
ど
も
は
７
人
、
孫

は
18
人
、
ひ
孫
は
23
人
、
玄や

し
ゃ
ご孫
は
１

人
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

若
い
こ
ろ
は
農
業
一
筋
で
、
自
分

で
育
て
た
野
菜
を
40
年
近
く
朝
市
で

売
り
続
け
、
家
族
の
生
活
を
支
え
ま

し
た
。
リ
ヤ
カ
ー
を
ひ
い
て
歩
く
姿

が
印
象
的
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

今
は
テ
レ
ビ
鑑
賞
が
楽
し
み
だ
そ

う
で
、
相
撲
や
歌

番
組
、
連
続
テ
レ

ビ
小
説
な
ど
を
見

な
が
ら
穏
や
か
に

毎
日
を
過
ご
し
て

い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

12
月
３
日
、
□
□
□
□
さ
ん
が
満

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。

□
□
さ
ん
は
、
富
津
内
落
合
に
生

ま
れ
、
子
ど
も
は
３
人
、
孫
は
７
人
、

ひ
孫
は
３
人
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

戦
争
中
は
、
激
戦
地
の
中
国
や
ル

ソ
ン
島
に
出
征
し
、
生
き
延
び
、
そ

れ
以
来
一
日
一
日
を
大
事
に
生
き
て

き
た
そ
う
で
す
。

若
い
こ
ろ
は
、
営
林
署
に
勤
め
、

体
力
を
使
う
山
の
現
場
の
仕
事
を
頑

張
っ
て
い
た
そ
う
で
、
食
事
も
お
酒

も
た
く
さ
ん
と
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
、
試
合
を
観

戦
し
た
り
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
高

校
野
球
を
よ
く
観
に
行
っ
て
い
た
と

の
こ
と
で
す
。

長
寿
の
秘
訣
は
、
体
が
丈
夫
で
あ

る
こ
と
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
し

た
。
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２
月

▼�「
町
総
合
発
展
計
画
後
期

基
本
計
画
」を
策
定

２
月
19
日

▼�

任
期
満
了
に
伴
う
五
城
目

町
長
選
挙
で
渡
邉
彦
兵
衛

町
長
が
４
期
連
続
当
選

３
月
１
日

▼�

町
中
央
公
民
館
が
文
部
科

学
大
臣
表
彰

４
月
１
日

▼�

国
民
健
康
保
険
税
を
改

正
／
町
の
全
水
道
事
業
を

経
営
統
合
／
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
渡
邉
幸
穂
さ
ん

（
22
歳
・
新
潟
県
出
身
）が

着
任

４
月
７
日

▼�

五
城
目
小
、五
城
目
一
中
、

そ
れ
ぞ
れ
55
人
の
新
入
生

を
迎
え
、入
学
式
を
挙
行

４
月
11
日

▼�

南
秋
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
が
設
置

５
月
15
日

▼�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
三

輪
卓
護
さ
ん（
24
歳
・
埼
玉

県
出
身
）が
着
任

５
月
31
日

▼�

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
68
・

２
㌫
の
参
加
率
。金
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
、対
戦
相
手

に
も
勝
利
。

６
月
12
日

▼�

６
月
議
会
行
政
報
告
で
、

五
城
目
小
建
設
予
定
地
を

雀
館
運
動
公
園
内
と
報
告

６
月
25
日

▼�

町
消
防
訓
練
大
会
で
第
10

分
団（
黒
土
・
浅
見
内
）が

優
勝

７
月
９
日

▼�

第
28
回
秋
田
追
分
全
国
大

会
を
開
催

７
月
16
日
、

22
・
23
日

▼�

梅
雨
前
線
に
よ
る
豪
雨
災

害
が
発
生
し
大
き
な
被
害

７
月
21
日

▼�

新
た
に
選
任
さ
れ
た
農
業

委
員
の
初
総
会
を
開
催

８
月
１
日

▼�

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
こ
ど
も
の
木
」を
開
設

８
月
15
日

▼�
き
ゃ
ど
っ
こ
ま
つ
り
、町
新

成
人
を
祝
う
つ
ど
い
、全

町
盆
踊
り
大
会
を
開
催

８
月24

・
25
日

▼�

豪
雨
災
害
に
よ
る
大
き
な

被
害
が
発
生

９
月
２
日

▼�

五
城
目
一
中
創
立
70
周
年

記
念
五
中
祭
を
開
催（
11

月
２
日
、海
上
自
衛
隊
大

湊
音
楽
隊
記
念
演
奏
会
。

11
月
11
日
、元
祖
爆
笑
王

先
輩
の
記
念
講
演
）

10
月
22
日
▼�

朝
市
５
０
０
年
記
念
マ
ラ

ソ
ン
を
開
催
／
衆
議
院
議

員
総
選
挙
を
執
行
。町
の

投
票
率（
小
選
挙
区
）は

60
・
63
㌫

10
月
30
日
▼�

橋
本
芳
子
さ
ん
か
ら
木
彫

像「
希　
ね
が
い（
文
化
功

労
者
・
橋
本
堅
太
郎
さ
ん

作
）」の
寄
贈
を
受
け
除
幕

11
月
１
日

▼�

広
報
ご
じ
ょ
う
め
千
号
を

発
行

11
月
３
日

▼�

佐
々
木
憲
夫
さ
ん（
89
歳
・

長
町
）を
町
功
労
者
と
し

て
表
彰
／
内
川
湯
ノ
又
で

熊
に
よ
る
人
身
被
害
が
発

生

11
月
16
日
▼�

臨
時
議
会
で
町
消
防
士
の

不
祥
事
に
関
し
、町
長
と

副
町
長
の
給
与
を
減
給
す

る
条
例
を
可
決

11
月
20
日
▼�

本
町
が
総
務
大
臣
表
彰

11
月
26
日
▼�

久
保
で
火
災
。３
人
が
亡

く
な
り
、住
宅
２
０
０
平

方
㍍
が
全
焼
な
ど
の
被
害

▲   11月３日　佐々木憲夫さん（89歳・
長町）を町功労者として表彰

▲ ８月15日　町新成人を祝うつどいを
開催

▲  ３月26日　お互いさまスーパー　みせっこ
あさみないの開店１周年記念祭が開催

▲ ７月16日　梅雨前線による豪雨災害が
発生し大きな被害

▲   11月１日　昭和34年に創刊した広
報ごじょうめ１０００号を発行

▲  4月7日　五城目小の入学式。55人の新入児童が入学 ▲ 任期満了に伴う五城目町長選挙で渡邉彦兵衛町長が４期連続当選

▲   7月9日　第28回秋田追分全国大会
を開催

▲  8月1日　子育て支援センター「こど
もの木」が開設

▲ ６月12日　議会行政報告で、五城目
小を雀館運動公園内に建設と報告

▲ ８月15日　きゃどっこまつり2017
を開催

▲  10月30日　橋本芳子さんから寄贈さ
れた木彫像「希　ねがい」を除幕

▲  11月20日　地方自治施行70周年を
記念し、本町が総務大臣表彰

▲  10月22日　734人が出場した朝市
500年記念マラソン大会

▲ ９月２日　五城目一中創立70周年記
念五中祭を開催



五
城
目
町
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
７
月
と
８
月
に
襲
っ
た
未み

ぞ

う

曾
有
の
豪
雨
災
害
に
際
し
、

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
１
日
も
早
い
復
興
を
祈
念
い
た
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
秋
田
は
小
中
学
校
学
力
テ
ス
ト
に
お
い
て
、

一
昨
年
に
続
き
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
績
を
維
持
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
五
城
目
町
か
ら
は
、
人
と
の
繋
が
り
を
武
器

に
企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン

タ
ー
や
朝
市
プ
ラ
ス
な
ど
魅
力
的
な
情
報
を
全
国
に
発
信
し

て
い
ま
す
。「
頑
張
る
秋
田
」、「
頑
張
る
五
城
目
」
を
ふ
る
さ

と
に
持
つ
こ
と
を
、
私
た
ち
は
誇
り
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
大
い
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
、
応
援
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
五
城
目
会
は
今
年
で
創
立
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。

11
月
11
日
に
は
記
念
総
会
・
懇
親
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
五
城
目
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
五
城
目
町
の
発
展

と
千
代
田
区
と
の
姉
妹
都
市
交
流
事
業
を
中
心
に
協
力
し
て

い
く
予
定
で
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
本
年
が
五
城
目
町
の
皆
さ

ま
と
ふ
る
さ
と
五
城
目
会
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
、
健
康
で
幸
多
い
１
年
で
あ
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

・�

パ
ー
マ
ネ
ン
ト
神
喜

劇	

（
万
城
目
学
著
）

・�

ざ
ん
ね
ん
な
い
き
も

の
事
典	

（
今
泉
忠
明
著
）

・
ふ
た
ご	

（
藤
崎
彩
織
著
）

・�

西
郷
ど
ん
！
　
上
、

中
、下（
林
真
理
子
著
）

・
よ
る
だ
け
パ
ン
ダ

　（
大
塚
健
太
著
）

・�

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の

ち
て
い
た
ん
け
ん

（
原
ゆ
た
か
著
）

・�

お
も
ち
ゃ
の
迷
路

（
香
川
元
太
郎
著
）

・�

み
つ
け
て
ご
ら
ん
！
　

は
じ
め
て
の
こ
と
ば

（
荻
野
善
之
著
）

※�

新
刊
に
つ
い
て
は
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、ご
覧
に
な

り
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
・
図
書

室
は
午
後
７
時
ま
で
利
用

で
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　�

中
央
公
民
館

（
☎
８
５
２
・
４
４
１
１
）
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New�Years� in� Japan� is�a�different�experience�
than� in� America,� but� it’s� just� as� interesting�
and�fun!�

My�family�doesn’t�usually�eat�anything�special�
for�New�Years,�so�trying�new�things�have�been�
really�fun�for�me.

For�my�first�New�Years�in�Japan,�I�spent�time�
with�my�friends�and�ate�soba�and�ozoni�while�
watching�the�New�Year’s�TV�special.

My�second�New�Year’s’�experience� in�
Japan� was� spent� travel ing.� � I� v is i ted�
southern� Japan,� and� was� able� to� see�
Himeji� Castle� on� January� 1st,� joining�
many�people�as�they�climbed�to�the�top�
to�pray�for�the�New�Year.��There�were�so�
many�people,�it�took�about�an�hour�and�
a�half�to�get�to�the�top!

This� year,� I� hope� to� spend� New� Years�
with�friends�from�all�over�Akita!

日本のお正月はアメリカとは違います。でも、とて
も面白くて楽しいです！

私の家族はお正月に特別なものを食べないので、新
しい文化に触れることがとても楽しみです。

日本での初めてのお正月は、友達と一緒にそばとお
雑煮を食べながらお正月番組を見ました。

２回目のお正月は、関西地方や中国地方を旅行しま
した。１月１日に行った姫路城には、天守閣の最上階

で初詣をするたくさ
んの人がいました。
とても混んでいたの
で、最上階に行くの
に１時間半もかかり
ました！

今年も、秋田の友
達と一緒にお正月を
過ごしたいと思いま
す！

町の英語指導助手（ALT）の
ニッキさんの連載エッセイです。
お正月�のお話しです。

今年も日本のお正月を
友達と一緒に楽しみます

15 広報「ごじょうめ」1002号　平成30年1月1日

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
ふ
る
さ
と
五
城
目
会
　

会
長
　
　
伊　

藤　

春　

男

　
【
　
短 

　
歌
　
】

文
字
持
た
ぬ
縄
文
人
の
雄
叫
び
か

火
焔
土
器
み
な
炎
立
ち
た
る

	

大
　
川
　
　

小
熊
　
正
明

陽
の
入
り
て
な
お
う
す
赤
き
男
鹿
の
山

霞
深
く
し
て
浮
島
と
な
る

	

鯉
　
川
　
　

近
藤
エ
イ
子

外
灯
は
円
形
に
光
ふ
り
そ
そ
ぎ

円
形
の
さ
ま
に
雪
降
り
止
ま
ず

	

浦
横
町
　
　

大
宮
　
一
郎

だ
し
汁
を
つ
ぎ
た
し
つ
ぎ
た
し
お
で
ん
煮
る

み
ぞ
れ
降
り
止
ま
ぬ
初
冬
の
宵

	

岡
　
本
　
　

大
石
　
政
子

　
【
　
俳 

　
句
　
】

雑
煮
食
べ
ネ
オ
ン
の
街
へ
孫
帰
る

	

湯
ノ
又
　
　

畑
澤
ト
ミ
子

し
ゃ
き
し
ゃ
き
と
認
知
予
防
と
菊
食
す

	

畑
　
町
　
　

本
間
　
惠
子

豆
刈
ら
れ
は
じ
け
し
豆
の
ふ
っ
く
ら
と

	

高
　
崎
　
　

舘
岡
　
　
絢

頭ず

を
上
げ
て
四し

し肢
ふ
ん
張
っ
て
初
み
空

	

今
　
町
　
　

伊
藤
　
み
ゑ

　
【
　
川
　 
柳
　
】

初
耳
と
知
ら
ぬ
ふ
り
す
る
思
い
や
り

	

西
　
野
　
　

佐
藤
ち
ず
る

口
角
に
泡
を
飛
ば
し
て
話
好
き

	

大
潟
村
　
　

舘
岡
　
稲
風

優
し
さ
が
欲
し
い
寄
り
道
回
り
道

	
古
川
町
　
　

柴
田
　
銀
河

涙
腺
の
緩
む
半
話
は
心
地
よ
い

	

新
畑
町
　
　

渡
辺
　
松
風

（敬称略）

平成29年度秋田県小学生人権標語コンテスト秋田協議会
　▶優秀賞　佐々木翔正（五城目小５年）
社会を明るくする運動作文コンテスト
　▶日本更生保護協会理事長賞
　　　　　　渡部　日菜（五城目小６年）
ショートテニスジュニアサーキットチャレンジアキタ2017
❖第１戦　Ｕ－10
　▶第３位　一関　結心（五城目小４年）
第33回秋田県少年少女レスリング選手権大会
❖小学校５～６年女子の部　47kg級
　▶第２位　佐々木　愛（五城目小５年）
第20回全県ジュニアバドミントン選手権大会
❖６年生以下男子ダブルス
　▶３　位　佐沢　　樹（五城目小６年）

第37回湖竜旗争奪少年剣道大会
❖個人戦　女子低学年の部
　▶優　勝　伊藤　園乃（五城目小４年）
第32回三種町柔道大会
❖中学個人の部
　▶優　勝　佐々木優太（五城目一中２年）
第43回東北電力作文コンクール
　▶優秀賞　小林　　想（五城目一中３年）
第３回横手明峰カップ兼
第12回大森カップバスケットボール大会
　▶優　勝　五城目一中男子バスケットボール部
　▶最優秀選手賞　鈴木　勇志（五城目一中２年）
潟上市・南秋田郡読書感想文コンクール
　▶優秀賞　�渡部　　渚（五城目一中２年）
　　　　　　本間　倫子（五城目一中３年）
　　　　　　伊藤　　岳（五城目一中２年）
第17回きみまち杯柔道大会
❖男子団体
　▶優　勝　五城目一中柔道部
　�▶最優秀選手賞　佐々木優太（五城目一中２年）



10
月
27
日
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
保
育
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
武
塙
幸
子
さ
ん

（
57
歳
・
雀
舘
）
と
八
柳
恵
子
さ
ん
（
58
歳
・

大
川
）
が
、
日
本
保
育
協
会
会
長
か
ら
永
年

勤
続
保
育
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

武
塙
さ
ん
は
、
平
成
５
年
か
ら
五
城
目
保

育
園
に
勤
め
ら
れ
、
勤
続
24
年
に
な
り
ま
す
。

平
成
29
年
４
月
か
ら
は
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
こ
ど
も
の
木
の
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
て

い
ま
す
。

八
柳
さ
ん
は
、
平
成
５
年
に
若
竹
幼
児
教

育
セ
ン
タ
ー
（
飯
田
川
町
）
に
勤
め
ら
れ
、

同
７
年
か
ら
五
城
目
保
育
園
、
同
24
年
か
ら

大
川
保
育
園
に
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。
同
26
年

か
ら
は
大
川
保
育
園
園
長
を
務
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

武
塙
幸
子
さ
ん
と

八
柳
恵
子
さ
ん
が

永
年
勤
続
保
育
者
と
し
て
表
彰

ド
キ
ド
キ
　

ワ
ク
ワ
ク

大
川
保
育
園
の
お
ゆ
う
ぎ
会

元気いっぱい練習の成果を発表する
大川保育園の園児たち

12
月
９
日
、
大
川
保
育
園
（
も
り

や
ま
こ
ど
も
園
大
川
分
園
）
で
、
お

ゆ
う
ぎ
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
き
た
園

児
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん

や
家
族
の
前
で
、
一
生
懸
命
練
習
し

た
「
そ
う
だ
っ
た
ら
い
い
の
に
な
」

の
歌
や
「
ふ
し
ぎ
な
ポ
ケ
ッ
ト
」
の

合
奏
、「
わ
ん
ぱ
く
戦
隊
ア
ソ
ブ
ン

ジ
ャ
ー
」
の
お
ゆ
う
ぎ
、「
お
お
か

み
と
７
ひ
き
の
こ
や
ぎ
」
の
劇
な
ど

を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
発
表
し
ま
し

た
。上

手
に
発
表
し
た
園
児
た
ち
に

は
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

東
北
電
力
か
ら

20
基
の
街
路
灯
が
寄
贈

渡邉町長に目録を手渡す東北電力秋田営業所の
丸山所長㊨とユアテック秋田営業所の飯沢所長㊥

12
月
15
日
、
東
北
電
力
秋
田
営
業

所
の
丸
山
丈
所
長
と
ユ
ア
テ
ッ
ク
秋

田
営
業
所
の
飯
沢
徹
所
長
が
役
場
を

訪
れ
、
渡
邉
町
長
に
街
路
灯
20
基
を

寄
贈
す
る
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

今
回
寄
贈
さ
れ
た
街
路
灯
は
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
式
で
、

五
城
目
一
中
周
辺
な
ど
の
古
く
な
っ

た
街
路
灯
と
交
換
さ
れ
、
生
徒
の
通

学
の
際
な
ど
の
防
犯
に
役
立
て
ま

す
。渡

邉
町
長
は
、「
街
路
灯
は
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活
用

し
ま
す
。
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
。

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
犯
罪
に

ご
注
意
を

電話で「お金の話」は詐欺です

12
月
15
日
、
町
防
犯
協
会
と
町
防

犯
指
導
隊
、
五
城
目
警
察
署
合
同
に

よ
る
防
犯
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。年

金
の
支
給
日
の
こ
の
日
、
町
内

金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
設
置
場
所
で
の

「
振
り
込
め
詐
欺
防
止
」、
ス
ー
パ
ー

駐
車
場
で
の
「
車
の
施
錠
パ
ト
ロ
ー

ル
」
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

年
末
年
始
期
間
は
、
犯
罪
や
事
故

が
多
く
発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
犯

罪
や
事
故
な
ど
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

永年勤続表彰された
武塙幸子さん㊧と八柳恵子さん㊨
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イエローゾーンは
土砂災害に備えよう

お問い合わせ
町住民生活課（☎852・5112）

現在、町内の土砂災害危険区域で、土砂災害防止
法に基づく基礎調査を進めています。調査が終了し
た町内から、新しい「土砂災害ハザードマップ」を
配付しています。自宅が【土砂災害警戒区域（通称：
イエローゾーン）】にある場合は、土砂災害に関する
「避難勧告」等が発令されると、避難する必要があり
ます。

お
問
い
合
わ
せ　

町
消
防
本
部
（
☎
８
５
２
・
２
０
２
８
）

1　   

町
学
生
消
防
団
活
動
認

証
制
度
を
始
め
ま
し
た

消
防
活
動
を
通
じ
て
地
域
に

貢
献
し
た
大
学
生
等
を
、
町
長

が
そ
の
功
績
を
認
証
し
、
就
職

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

2　   

大
学
生
等
の
消
防
団
員

を
募
集

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

が
町
学
生
消
防
団
活
動
認
証
制

度
の
対
象
で
す
。

　
❶
本
町
に
在
住
し
て
い
る
方

　
❷�

大
学
、
大
学
院
ま
た
は
専

門
学
校
に
通
学
し
て
い
る

方
ま
た
は
卒
業
し
て
３
年

以
内
の
方

　
❸�

在
学
中
に
本
町
の
消
防
団

員
と
し
て
１
年
以
上
（
過

去
に
他
の
市
町
村
の
消
防

団
に
お
い
て
活
動
実
績
も

合
算
）
継
続
的
に
消
防
団

活
動
を
行
っ
た
方

3　   

事
業
所
等
で
は
消
防
団

の
経
験
を
評
価
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す

消
防
団
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
若
年
層
の
消
防
団
員
の
確

保
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、

大
学
生
等
の
加
入
促
進
の
た
め

に
本
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

地
域
の
実
情
に
精
通
し
た
消

防
団
員
は
、
消
防
活
動
や
大
規

模
災
害
時
な
ど
で
共
助
体
制
の

中
核
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
学
生
消
防
団

員
は
、
団
体
行
動
な
ど
の
経
験

を
積
み
、
災
害
対
応
の
知
識
や

技
術
を
持
ち
、
事
業
所
の
自
衛

消
防
活
動
に
も
貢
献
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

事
業
所
の
皆
様
に
は
、
こ
の

制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
採
用
時
に
「
町
学
生
消
防

団
活
動
認
証
証
明
書
」
の
提
出

が
あ
っ
た
場
合
は
、
積
極
的
に

評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

4　   

消
防
団
員
を
募
集

消
防
団
員
は
火
災
な
ど
の
災

害
が
発
生
し
た
と
き
に
出
動
し
、

消
防
署
と
協
力
し
て
消
火
や
人

命
救
助
な
ど
を
行
い
ま
す
。

町
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
さ

れ
て
い
る
18
歳
以
上
の
健
康
な

方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

土砂災害
ハザードマップ

の例

休日中は下記のとお
り対応します。ご協力
をお願いします。

戸 籍 関 係
（婚姻届など）の
届 出 は

�町消防署へ届け出ください。
後日、役場住民生活課で正式に審
査・受理します。

死 亡 届 は
町消防署へ届け出ください。受領
後、火葬許可証を発行します。

火葬の予約は
�町消防署（☎852・2028）へ連絡
してください。

緊急の連絡は

�緊急の場合は、役場代表電話（☎
852・5100）にお電話ください。
警備会社につながりますが、緊急
連絡網で職員に伝達し対応します。

新年の役場の業務は

1月8日㈪まで休みます



7／�消防観閲式・出初式
（朝市駐車場・広域五城目体育館）

9／�仕事始めの式（町役場）、交通指導
隊・防犯指導隊初出式（町役場）

12／�八郎湖周辺清掃事務組合協議会
（男鹿市）、湖東３町商工会新春賀詞
交歓会（井川町）

17／�県・県内市町村と首都圏企業と
の懇談会（東京都・18日まで）

21／森山地区新春の集い（森山地区公民館）
24／馬場目地区町内会長会懇談会

（町内）

26／�農業者等との意見交換会（町役場）

　町農業委員会では、農業者等
との意見交換会を開催します。
ぜひご参加ください。

▼期　日　１月26日㈮

▼時　間　午後２時～午後４時

▼会　場　五城目町役場
　２階「正庁」

▼テーマ　�「米の生産調整のあ
り方」について

町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信
頼のあるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開し
ます。

❖交際費の支出状況（11月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

祝　費 1件 ふるさと五城目会総会 10,000円

会　費 1件 秋田県町村電算システム全稼働記念祝賀会 5,000円

接　遇 1件 会食代 19,418円

その他 7件

富津内地区住民まつり、馬場目地区慰霊祭、率
浦大学祭、税務懇談会、湖東3町商工会会員懇
談会、ふるさと五城目会総会懇親会、南秋田郡
町村議会正副議長・事務局職員研修会懇談会

56,868円

合 計 10件 91,286円

平成29年４月～11月の合計 611,098円
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▼対 象 者
　 町が発注する物品の製造の請負、
買入れ、修繕、改造及び売払いに
際し行う指名競争入札に参加を希
望する営業者

▼提出書類
　❶�指名競争入札参加資格申請書
　❷営業経歴書
　❸�登記簿謄本（法人）、営業証明
書（個人）

　❹納税証明書（消費税含む）
　❺印鑑証明書
　❻許可・認可証明書
　❼暴力団に関する誓約書

　　※�様式は国土交通省または県の
様式でも構いません。提出書
類はファイル綴じする必要は
ありません。申請書類提出要
領、提出書類の書式は町の
ホームページからダウンロー
ドできます

▼提出方法
　 提出部数は１部で、町内業者は持
参とし、町外業者は郵送でも構い
ません

▼受付期間
　２月１日㈭～２月28日㈬

▼参加資格有効期限
　平成30年４月１日から２年間

提　出・問い合わせ先　町総務課（☎852・5332）

お
問
い
合
わ
せ　

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
☎
８
５
２
・
４
４
１
１
）

町
体
育
協
会
創
立
60
周
年
を
記
念
し
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
元
日
本
女
子
代
表
監
督
の

内
海
知
秀
さ
ん
（
札
幌
大
学
教
授
）
に
よ
る

記
念
講
演
と
、
五
城
目
一
中
生
徒
を
囲
ん
で

内
海
さ
ん
、田
村
修
さ
ん（
Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
田
放
送
）

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
無
料
で
お
話
し
を
お
聞
き
に

な
れ
ま
す
。

▼
日　

時　

平
成
30
年
１
月
28
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
正
午

▼
場　

所　

五
城
目
第
一
中
学
校

▼
内　

容

　

�

第
１
部　

�

記
念
講
演
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か

ら
学
ん
だ
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
育

成
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　

講　

師　

�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

元
日
本
女
子
代
表
監

督　

内
海
知
秀
さ
ん

　

第
２
部　

�

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
を
目
指
す
た
め
に
心
が

け
て
お
き
た
い
こ
と
」

　
　
　
　

�
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

田
村　

修

さ
ん
（
Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
田
放
送
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
）

　
　
　
　

パ
ネ
ラ
ー　

内
海
知
秀
さ
ん

内海知秀さんプロフィール
　�　現役時代は能代工業高校、日本体育大学
を経て日本鉱業でプレーし、日本代表に選
出される。
　�　引退後は、JX-ENEOSサンフラワーズ
ヘッドコーチ、アテネ・リオデジャネイロ
オリンピック日本女子代表ヘッドコーチな
どを務める。
　�　現在は札幌大学教授兼バスケットボール
部シニアディレクター、レバンガ北海道ア
ドバイザリーコーチ。

問い合わせ先
町農業委員会

伊藤（☎852・5295）

　もりやまこども
園では平成30年
度採用職員を募集
します。

▼募集職種と人数
　❶保育教諭（正職員、免許・資格両有）�･････１人
　　・試　験　書類選考、筆記試験（小論文）、面接
　　・待　遇　当園規定による
　❷保育補助（資格不要・時間パートまたは常勤）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�･････２人
　　・試　験　面接
　　・待　遇　当園規定による

▼申込方法　履歴書を持参または郵送

▼応募締切　２月28日㈬

▼試 験 日　申し込み後に連絡

町まちづくり課では、地域公共交通の再編と町民
が主体となった元気な地域づくり活動支援について
の地区座談会を開催します。
座談会は、どなたでも参加できますので、ぜひ皆
さまのご意見をお聞かせください。

地　区 会　　場 日　　時

五城目 五 城 館 1月29日㈪　15：00～

馬場目 馬場目ふれあいセンター �1月21日㈰　14：00～

馬　川 馬川地区公民館 �1月30日㈫　18：00～

富津内 富津内地区公民館 �1月27日㈯　13：30～

内　川 生きがいセンター �1月24日㈬　18：00～

大　川 農村環境改善センター �2月10日㈯　18：00～

森　山 森山地区公民館 �1月27日㈯　10：00～

申し込み・お問い合わせ　もりやまこども園
（五城目町字羽黒前76－1　☎852・3805）

お問い合わせ
町まちづくり課（☎852・5361）



たいぞうのボイストレーニング
教室＆うたごえ喫茶

　歌がうまくなりたい方、声が通るよ
うになりたい方はボイトレで成し遂げ
ましょう。トレーニングの後は、効果
を確かめるために、みんなで歌いま
しょう。
　たいぞう＆IKUKOのミニライブもあ
ります。
▶日　時　１月21日㈰
　　　　　午後１時30分〜
▶会　場　町民センター
▶参加料　�500円
※�お申し込み・お問い合わせは上記問
い合わせ先まで。

防衛省採用試験のお知らせ

　防衛省では29年度採用試験を次のと
おり行います。
●防衛大学校（一般・後期）
▶受験資格　�18歳以上21歳未満の方
▶受付期間　１月20日㈯〜１月26日㈮
▶試　　験　２月17日㈯

交通安全協会にご加入を

　五城目地区交通安全協会では、交
通事故防止に向け、地区集会・街頭
活動など、交通安全活動を展開して
います。
　年500円の会費で、協会に加入す
ると、「免許更新時の申請写真の無
料撮影」ほか、「入院見舞金制度」、
「協賛店制度」などの特典がありま
す。運転免許更新の際は、ぜひ協会
に入会してください。

社会福祉協議会へ
寄せられた善意

▶香典返しに代えて
・11月14日　3万円　□□□□さん
　中高崎　（亡き義母　□□□さん）
・11月24日　3万円　□□□□さん
　紀久栄町（亡き夫　□□さん）
・12月 8日　3万円　□□□□子さん
　新畑町　（亡き祖父　□□□□さん）
・12月11日　3万円　□□□□さん
　大川１区（亡き義父　□□□□さん）
▶寄付金
・11月15日　1,655円　澤田石三男さん
　小川口（５円玉寄附）
・�12月5日　615円　舘町町内会・舘
町老人クラブ（5円玉寄附）

人権困りごと相談

　人権などの困りごとについて、人権
擁護委員にお気軽にご相談ください。
▶人権困りごとなんでも相談室
　・日　時　１月18日㈭
　　　　　　午後３時〜午後５時
　・会　場　朝市ふれあい館

環境と文化のむらイベント
体験教室を開催

▶開催日とイベント
　・１月21㈰
　　「�職人さん直伝！マイはしづくり」
　　�本格素材のはしを作ろう！電熱ペ
ンで絵や字も書けるよ！

▶時　間
　・午前の部　午前10時〜正午
　・午後の部　午後１時30分〜

午後３時30分
▶会　場　環境と文化のむら（野鳥の森）
※�参加は無料です。お申し込みは上記
問い合わせ先まで。

未内定者への集中支援を
実施します

　県内各ハローワークなどでは、３月
末まで、学生、生徒及び保護者を対象
とした「未内定者への集中支援」を
実施しています。支援期間中は、各
ハローワークに「学卒集中支援コー
ナー」を設置しますので、ぜひご利用
ください。
【支援内容】・求人情報の提供
　　　　　　・応募書類の添削指導　
　　　　　　・面接指導
　　　　　　・個別求人開拓　など

国民年金保険料は
口座振替がお得です

　国民年金保険料の納付には、口座振
替がご利用できます。
　口座振替は、現金納付よりも割引額
が大きい６カ月前納・１年前納・２年
前納や、月50円割引となる早割制度が
用意されています。

沖縄戦跡慰霊巡拝参加者の募集

　秋田県遺族会では、沖縄戦跡慰霊巡
拝を行います。
▶日　　程　３月６日㈫〜３月９日㈮
　　　　　　３泊４日
▶募集人員　20人
▶参加代金　�138,000円（県補助金

３万円を差し引いた金額）
▶締 切 日　１月31日㈬

農業のフロンティア育成研修生
を募集します

　平成30年度未来農業のフロン
ティア育成研修生の二次募集を行い
ます。
▶応募要件
　�研修終了後に県内就農が確実で、
かつ申請時の年齢が45歳未満の方

▶研修期間　４月〜2020年７月
▶募集コースと募集人数
　①作　物…３人　②野　菜…２人
　③花　き…４人　④肉用牛…１人
　⑤酪　農…２人　　
　⑥果　樹　・りんご等…６人
　　　　　　・梨　　等…１人
▶申込期限　１月19日㈮
※�詳細は、秋田県農業研修センター
のホームページをご覧ください。

狩猟免許等取得支援補助金を
ご活用ください

　県では、「狩猟免許等取得支援補助
金」を創設し、有害鳥獣捕獲業務の担
い手の確保を進めています。
▶対象者
・�本年度新たに第一種狩猟免許および
猟銃所持許可を取得した方
・�本年度に散弾銃またはライフル銃を
購入した方

中退共の退職金制度を
ご活用ください

「中退共」は国がサポートする中小企
業のための退職金制度です。
▶中退共のメリット
　❶国から掛金の助成を受けられます
　❷掛金は非課税で、手数料も不要です
　❸社外積立で管理も簡単です
　❹パートタイマーも加入できます

性暴力被害者の相談窓口を開設

　県では、性暴力被害者を支援するた
め、専門の相談窓口「ほっとハートあ
きた」を開設しました。　
　電話や面接での相談のほか、医療機
関等への付き添いなど、相談者の気持
ちに寄り添った支援を行います。秘密
は厳守しますので、ご安心ください。
▶受付日時　月〜金曜日
　　　　　　午前10時〜午後７時
　　　　　　（�土・日・祝日、年末年

始を除く）

申し込み・問い合わせ先
県環境と文化のむら（☎852・2202）

問い合わせ先
町住民生活課（☎852・5112）

問い合わせ先
町住民生活課（☎852・5112）

問い合わせ先
秋田新卒応援ハローワーク（☎889・8448）

問い合わせ先
町住民生活課（☎852・5112）

（独）勤労者退職金共済機構（☎03・6907・1234）

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）
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問い合わせ先
町総務課（☎852・5332） 問い合わせ先

秋田県自然保護課（☎860・1613）
一般社団法人秋田県猟友会（☎883・1607）

問い合わせ先
町生涯学習課（☎852・4411）

問い合わせ先
五城目地区交通安全協会（☎879・8700）

問い合わせ先
自衛隊秋田募集案内所（☎864・4929）

問い合わせ先
町農林振興課（☎852・5215）

ほっとハートあきた（☎0800・8006・410）
問い合わせ先

町住民生活課（☎852・5112）
県県民生活課（☎860・1522）

「ぼくたちの暮らしのそばに１１０番」
１月１０日㈬は「１１０番の日」

町交通安全協会では、「12月１日飲食店巡回訪問」「12月
17日年末の交通安全キャンペーン」を、町交通指導隊、
町交通安全母の会、五城目警察署の協力で行いました。

□□　□□さん

平成19年町功労者の□□□□さ
ん(東磯ノ目・87歳)が平成29年
11月24日に永眠されました。
□□さんは、昭和28年から38
年間、教職を務められ、平成４年、
若美町立鵜木小学校校長を退職
後、町中央公民館長、町公民館運
営審議会会長を歴任。平成10年か
らは町教育委員会委員、同12年か
らは町教育委員長として本町教育
行政の進展に貢献されました。
また、町体育協会理事、南秋田
郡陸上競技協会理事長、県陸上競
技協会理事などを務められ、本町
の体育の進展に寄与されました。
謹んで哀悼の意を表します。

平成29年飲酒運転等追放競争結果　10位（全県25市町村） 
平成29年11月末現在

（※前回10月末は11位）

　緊急時以外の相談・
連絡などには、

 警察相談専用電話 
☎８６４・９１１０

または
＃９１１０

をご活用ください。



※�このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで

今月の町税

国民健康保険税７期の納期
限は１月31日㈬です。納期内
納付にご協力をお願いします。

お問い合わせ
町税務課（☎852・5144）

○�食育の日　
○�脳はつらつ教室
（大川地区公民
館・10：00～）
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○�元日
○�消防年始特別警
戒（３日まで）

○�成人の日

◯�町内小中学校２
学期授業再開
○�上高崎介護予防
教室（上高崎集
会センター・

9：30～）

◯�食事バランスセ
ミナー（屋内温水
プール会議室・

10：30～）

◯�平成30年度五
城目一中入学説
明会（五城目一
中・15：00～）

○�消防出初式（朝
市駐車場～広域
五城目体育館・

9：00～）

◯�献血（イオン
ショッピングセ
ンター五城目
店・10：00～）
◯�わらしべ塾マイ
はし作り（環境と
文化のむら・

10：00～）

○�体育協会60周
年記念講演会
（五城目一中・

10：00～）

○�町役場仕事始め
の式
○�子育てサロン（ケ
アセンター五城
目・10：00～）
○�介護予防ひまわ
り会（五城館・

13：30～）
◯�町交通指導隊・
防犯指導隊初出
式（町役場・

14：00～）

○�子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）

○�子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○�介護予防ひまわ
り会（五城館・

13：30～）

○�子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○�おためしフィット
ネストレーニン
グ教室（広域五
城目体育館・

10：00～）

◯�わらしべ塾工芸
教室（馬場目地
区公民館・

10：00～）
○�おためしフィット
ネストレーニン
グ教室（広域五
城目体育館・

10：00～）
○�アクア体操（屋内
温水プール・

14：00～）

○�おためしフィット
ネストレーニン
グ教室（広域五
城目体育館・

10：00～）
○�アクア体操（屋内
温水プール・

14：00～）

○�おためしフィット
ネストレーニン
グ教室（広域五
城目体育館・

10：00～）
○�ゲートキーパー
養成講座（五城
館・13：30～）
○�アクア体操（屋内
温水プール・

14：00～）

○�アクア体操（屋内
温水プール・

14：00～）

○�人権困りごと何
でも相談室（朝
市ふれあい館・

15：00～）
○�アクア体操（屋内
温水プール・

14：00～）

○�高齢者体力づく
り教室（広域五
城目体育館・
9：30～）　　

○�朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○�朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○�青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・

19：00～）
○�介護予防膝らく
教室（朝市ふれ
あい館・

13：30～）

◯�わらしべ塾サッカー
教室（馬川地区公民
館・10：00～）
◯�わらしべ塾琴教室
（町民センター・

10：00～）
◯�わらしべ塾卓球教室
（広域五城目体育
館・18：00～）
○�体育協会創立60周
年記念事業バスケッ
トクリニック（五城目
一中・14：00～）

○�五城目町・千代
田区児童双方向
交流事業（千代
田区・８日まで）

○�わらしべ塾色鉛
筆画教室（町民セ
ンター・

10：00～）
○�わらしべ塾サッ
カー教室（馬川地
区公民館・

10：00～）
◯�わらしべ塾卓球
教室（広域五城目
体育館・

18：00～）

◯�わらしべ塾子ど
もクッキング教室
（馬川地区公民
館・9：30～）
◯�わらしべ塾茶道
教室（町民セン
ター・10：00～）

◯�わらしべフェス
（馬川地区公民
館・9：30～）

平成29年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（五城目小　舘岡　寧々さん）

みんなでつなごう　リサイクルの輪　自然は地球の宝物
◆ 
収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼ 
２
月
12
日
㈪
は
振
替
休
日
で
す
が
、可
燃
ご

み
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

◆ 

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

ご
み
袋
は
、必
ず
名
前
を
書
い
て
、午
前
８
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

大
量
に
ご
み
が
出
る
場
合
は
、町
の
許
可
業

者
へ
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

❶　
㈲
丸
ノ
内
サ
ー
ビ
ス
☎
８
４
５
・
７
０
９
９

❷　
加
藤
商
事
㈱　
　
　

☎
８
５
２
・
２
９
６
０

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

住
民
生
活
課（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）ま
で

可

燃

ご

み

収　　集　　町　　内

新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・米沢町・築地町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・東磯ノ目・西磯ノ目・馬川地区
森山地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

2018年�２月ごみ収集日程表

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・馬川地区
森山地区・大川（１区～４区以外の地区）

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

ガラス類他

空きビン類

金属類他

空きカン類

不

燃

ご

み

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･富津内地区･内川地区･大川地区･森山地区

資

源

ご

み

古紙類� 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

月
・
木

火
・
金

水
・
土

7日・21日（水）　（全町）

11日・15日・18日
12日・15日・19日
22日・26日

12日・16日・19日
13日・16日・20日
23日・27日

13日・17日・10日
14日・17日・21日
24日・28日

10日（土）

24日（土）

12日（月）

13日（火）

14日（水）

8日（木）

9日（金）

26日（月）

27日（火）

28日（水）

22日（木）

23日（金）
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「ヘルプマーク」、「ヘルプカー
ド」は外見からは援助や配慮が必
要なことが分からない障害のある
方などに配布しています。
このマーク、カードを見かけ、

困っていたら思いやりのある行動
をお願いします

配布場所・お問い合わせ　町健康福祉課（☎852・5128）



(平成29年11月末現在)

『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。
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※�「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成29年11月末現在）
前月比 昨年比 11月中の

人　口 9,528人 （－24）（－260） 転入者数
（男） 4,455人 （－12）（－114） 8人
（女） 5,073人 （－12）（－146） 転出者数
世　帯 4,065世帯 （－ 6）（－ 57） 15人

□　□　□□□さん	 88歳	 11月 4日	 希望ケ丘
□　□　□　□さん	 83歳	 11月 5日	 広　青　苑
□　□　□□□さん	 92歳	 11月 7日	 舘　　越
□　□　□　□さん	 92歳	 11月 8日	 落　　合
□　□　□　□さん	 92歳	 11月 8日	浅見内２区
□　□　□　□さん	 98歳	 11月21日	 岡本一区
□　　　□　□さん	 92歳	 11月21日	 一　番　町
□　□　□　□さん	 69歳	 11月21日	 浦　横　町
□　□　□　□さん	 97歳	 11月23日	 西磯ノ目
□　□　□　□さん	 89歳	 11月23日	 一　番　町
□　□　□　□さん	 87歳	 11月24日	 東磯ノ目
□　□　□　□さん	 97歳	 11月25日	 大川２区
□　□　□　□さん	 95歳	 11月26日	 大川１区
□　□　□　□さん	 71歳	 11月26日	 久　　保
□　□　□　□さん	 42歳	 11月26日	 久　　保
□　□　□□□さん	 48歳	 11月26日	 久　　保
□　□　□　□さん	 95歳	 11月28日	 新　畑　町
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　本町の平成29年11月30日時点の人口は前年比260人減の9,528人です。年齢別人口は
０～14歳の年少人口が711人（人口割合は7.46％）、15～64歳の生産年齢人口が4,674人
（同割合は49.05％）、65歳以上の老年人口は4,143人（同割合は43.48％）となっています。

五城目町の人口ピラミッド


